
漁協における女性役員登用の現状

令和７年７月

水産庁水産経営課
※沿海地区漁協に限る



○ 農林水産業における政策・方針決定過程への女性参画の推進
地域をリードできる女性農林水産業者を育成し、農業委員や農業協同組合、森林組合、漁

業協同組合の役員及び土地改良区等の理事に占める女性の割合の向上や女性登用ゼロからの
脱却に向けた取組などを一層推進する。

○ 水産業等への女性参画等の推進
漁村の活性化のためには、女性が地域の担い手としてこれまで以上に活躍できるように

すべきである。このため、漁協経営への女性の参画について、漁協系統組織が女性役員の
登用を推進する取組を促す。また、企業等との連携や地域活動の推進を通じて女性が活動
しやすい環境の整備を図るとともに、女性グループの起業的取組、経営能力の向上や加工
品の開発・販売等の実践的な取組を推進する。加えて、年齢、性別、国籍等によらず地域
の水産業を支える多様な人材が活躍できるよう、漁港・漁村において、安全で働きやすい
環境と快適な生活環境の整備を推進する。

○ 若者や女性の活躍
高齢化等により組合員の減少が進む漁協の活性化を図るため、若者や女性によるオブ

ザーバーや参与としての漁協経営への参画や、年齢及び性別に著しい偏りが生じない役員
構成を促し、若者や女性の意見が経営に反映されやすく、能力を発揮しやすい漁協運営を
推進する。

第５次男女共同参画基本計画（R2.12）

水産基本計画(R4.3.26)



漁業協同組合の男女比率

漁業従事者・正組合員・役員の男女比率
〇漁業従事者・正組合員・役員の男女比率は極めて低い
〇漁業従事者にもかかわらず、正組合員として漁業に参加している女性は限られる
〇さらに、役員の職につく女性はより一層限られる

陸上作業や水産加工場に比べて、
漁業を従事する女性は極めて低い
→漁業は女性に働きづらい環境

漁業従事者のうち正組合員となる
女性は半数以下
→議決権もたない

漁家女性には出資金支出が負担

漁業就業者のうち役員となる
女性はほぼいない

→女性の意見が反映されづらい

漁業従事者女性比率 正組合員女性比率 漁協役員女性比率

90.4%

9.6%

男性 女性

94.6%

5.4%

男性 女性

99.6%

0.4%

男性 女性



農林水産業協同組合における男女比率の比較

農林水産業協同組合における男女共同参画の男女比率の比較
〇男女共同参画基本計画の目標設定がされているのは農業のみ。
〇漁協は農林水産協同組合の中で女性の活躍率が最も低い。
男女共同参画基本計画目標設定
期限：2025年
策定：2018年

平成30年度(2018)時
点

令和5年度(2023)時点

農
業

農協役員に占める女性の割合
10％(早期)→更に15％目指す

女性役員が登用されていない組織数
０

8.0%

107組織/639組織
 →16.7％

10.7％

78組合/537組合
→14.5％

林
業

森林組合役員に占める女性の割合
未設定※基本計画上

女性役員が登用されていない組織数
未設定

0.57％

426組織/429組織
→99.3％(常勤理事)

1.2％

514組合/602組合
→85.3％

漁
業

漁協役員に占める女性の割合
未設定

女性役員が登用されていない組織数
未設定

0.51％

888組織/927組織
→95.8％

0.43％

803組織/833組織
→96.4％

女性役員/登用組織比率
農林漁で最も低い

早期目標達成！



都道府県別 正准女性組合員数の推移及び比率表
正組合員・准組合員数は、水産業協同組合統計表上の「合計員数」（法人・生産組合を含む）。 単位：人

正組合員 うち女性
正組合員
女性比率

准組合員 うち女性
准組合員
女性比率

正+准組合員
女性比率

役員数 うち女性
役員

女性比率
北海道 14,738 437 3.0% 1,382 210 15.2% 4.0% 842 0 0.0%
青森県 7,107 528 7.4% 3,026 519 17.2% 10.3% 395 0 0.0%
岩手県 7,315 544 7.4% 2,927 330 11.3% 8.5% 276 2 0.7%
宮城県 4,532 65 1.4% 6,121 741 12.1% 7.6% 81 0 0.0%
秋田県 913 1 0.1% 372 24 6.5% 1.9% 41 0 0.0%
山形県 428 2 0.5% 693 98 14.1% 8.9% 11 0 0.0%
福島県 1,096 42 3.8% 158 7 4.4% 3.9% 69 1 1.4%
茨城県 860 44 5.1% 726 42 5.8% 5.4% 140 1 0.7%
千葉県 3,114 161 5.2% 9,025 321 3.6% 4.0% 205 1 0.5%
東京都 959 29 3.0% 2,938 0 0.0% 0.7% 137 0 0.0%
神奈川県 1,519 30 2.0% 1,394 18 1.3% 1.6% 178 1 0.6%
新潟県 1,422 16 1.1% 3,887 1 0.0% 0.3% 149 0 0.0%
富山県 1,612 172 10.7% 3,638 364 10.0% 10.2% 119 1 0.8%
石川県 2,538 135 5.3% 4,575 458 10.0% 8.3% 13 1 7.7%
福井県 2,558 102 4.0% 2,242 1 0.0% 2.1% 159 4 2.5%
静岡県 4,444 335 7.5% 13,256 1,071 8.1% 7.9% 195 0 0.0%
愛知県 2,574 80 3.1% 6,234 326 5.2% 4.6% 195 2 1.0%
三重県 3,631 276 7.6% 8,693 1,426 16.4% 13.8% 139 0 0.0%
滋賀県 486 6 1.2% 423 112 26.5% 13.0% 147 0 0.0%
京都府 830 20 2.4% 999 110 11.0% 7.1% 12 0 0.0%
大阪府 827 18 2.2% 236 1 0.4% 1.8% 186 0 0.0%
兵庫県 4,088 82 2.0% 1,841 116 6.3% 3.3% 386 0 0.0%

R2



都道府県別 正准女性組合員数の推移及び比率表



都道府県別 正准女性組合員数の推移及び比率表
正組合員・准組合員数は、水産業協同組合統計表上の「合計員数」（法人・生産組合を含む）。 単位：人

正組合員 うち女性
正組合員
女性比率

准組合員 うち女性
准組合員
女性比率

正+准組合員
女性比率

役員数 うち女性
役員

女性比率
北海道 14,417 475 3.3% 1,385 214 15.5% 4.4% 837 0 0.0%
青森県 7,126 531 7.5% 3,237 513 15.8% 10.1% 401 0 0.0%
岩手県 7,033 376 5.3% 2,822 300 10.6% 6.9% 276 2 0.7%
宮城県 2,539 46 1.8% 5,040 713 14.1% 10.0% 42 0 0.0%
秋田県 913 1 0.1% 364 24 6.6% 2.0% 41 0 0.0%
山形県 412 2 0.5% 674 91 13.5% 8.6% 11 0 0.0%
福島県 1,071 44 4.1% 150 5 3.3% 4.0% 68 1 1.5%
茨城県 835 41 4.9% 709 40 5.6% 5.2% 140 1 0.7%
千葉県 3,530 192 5.4% 9,212 343 3.7% 4.2% 240 1 0.4%
東京都 940 28 3.0% 2,881 7 0.2% 0.9% 138 0 0.0%
神奈川県 1,483 13 0.9% 1,393 19 1.4% 1.1% 179 1 0.6%
新潟県 1,351 21 1.6% 3,784 15 0.4% 0.7% 147 0 0.0%
富山県 1,570 163 10.4% 3,533 355 10.0% 10.2% 120 1 0.8%
石川県 2,452 128 5.2% 4,419 454 10.3% 8.5% 15 1 6.7%
福井県 1,892 123 6.5% 1,868 1 0.1% 3.3% 158 4 2.5%
静岡県 4,190 322 7.7% 12,756 1,085 8.5% 8.3% 201 0 0.0%
愛知県 2,489 89 3.6% 6,076 313 5.2% 4.7% 195 1 0.5%
三重県 3,434 312 9.1% 8,492 1,369 16.1% 14.1% 123 0 0.0%
滋賀県 494 7 1.4% 233 62 26.6% 9.5% 175 1 0.6%
京都府 808 18 2.2% 1,004 118 11.8% 7.5% 11 0 0.0%
大阪府 832 27 3.2% 241 1 0.4% 2.6% 179 0 0.0%
兵庫県 3,994 68 1.7% 1,824 54 3.0% 2.1% 383 0 0.0%

R３



都道府県別 正准女性組合員数の推移及び比率表



都道府県別 正准女性組合員数の推移及び比率表
正組合員・准組合員数は、水産業協同組合統計表上の「合計員数」（法人・生産組合を含む）。 単位：人

正組合員 うち女性
正組合員
女性比率

准組合員 うち女性
准組合員
女性比率

正+准組合員
女性比率

役員数 うち女性
役員

女性比率
北海道 14,097 337 2.4% 1,361 202 14.8% 3.5% 832 0 0.0%
青森県 6,961 530 7.6% 3,514 511 14.5% 9.9% 406 0 0.0%
岩手県 6,829 493 7.2% 2,625 267 10.2% 8.0% 249 0 0.0%
宮城県 2,451 42 1.7% 4,924 683 13.9% 9.8% 43 0 0.0%
秋田県 908 1 0.1% 350 24 6.9% 2.0% 39 0 0.0%
山形県 395 2 0.5% 651 88 13.5% 8.6% 11 0 0.0%
福島県 1,033 45 4.4% 152 10 6.6% 4.6% 67 4 6.0%
茨城県 798 33 4.1% 681 35 5.1% 4.6% 141 1 0.7%
千葉県 3,288 148 4.5% 9,100 326 3.6% 3.8% 237 1 0.4%
東京都 918 28 3.1% 2,860 17 0.6% 1.2% 139 0 0.0%
神奈川県 1,470 35 2.4% 1,354 18 1.3% 1.9% 184 1 0.5%
新潟県 1,204 17 1.4% 3,210 24 0.7% 0.9% 126 0 0.0%
富山県 1,517 147 9.7% 3,426 353 10.3% 10.1% 118 1 0.8%
石川県 2,396 130 5.4% 4,329 450 10.4% 8.6% 15 1 6.7%
福井県 1,868 132 7.1% 1,888 1 0.1% 3.5% 150 4 2.7%
静岡県 2,960 328 11.1% 13,613 1,104 8.1% 8.6% 187 0 0.0%
愛知県 2,428 147 6.1% 5,926 298 5.0% 5.3% 190 0 0.0%
三重県 3,194 258 8.1% 7,945 1,314 16.5% 14.1% 120 0 0.0%
滋賀県 568 9 1.6% 427 100 23.4% 11.0% 176 1 0.6%
京都府 780 15 1.9% 991 115 11.6% 7.3% 12 0 0.0%
大阪府 871 26 3.0% 243 0 0.0% 2.3% 184 0 0.0%
兵庫県 3,913 78 2.0% 1,808 135 7.5% 3.7% 383 0 0.0%

R４



都道府県別 正准女性組合員数の推移及び比率表



都道府県別 正准女性組合員数の推移及び比率表
正組合員・准組合員数は、水産業協同組合統計表上の「合計員数」（法人・生産組合を含む）。 単位：人

正組合員 うち女性
正組合員
女性比率

准組合員 うち女性
准組合員
女性比率

正+准組合員
女性比率

役員数 うち女性
役員

女性比率
北海道 13,373 419 3.1% 1,324 177 13.4% 4.1% 823 0 0.0%
青森県 6,730 518 7.7% 3,273 641 19.6% 11.6% 396 0 0.0%
岩手県 6,595 363 5.5% 2,603 263 10.1% 6.8% 242 0 0.0%
宮城県 2,295 38 1.7% 4,805 662 13.8% 9.9% 43 0 0.0%
秋田県 855 1 0.1% 359 0 0.0% 0.1% 39 0 0.0%
山形県 383 1 0.3% 613 93 15.2% 9.4% 11 0 0.0%
福島県 1,000 45 4.5% 144 11 7.6% 4.9% 68 2 2.9%
茨城県 731 37 5.1% 652 38 5.8% 5.4% 140 1 0.7%
千葉県 3,028 183 6.0% 8,966 302 3.4% 4.0% 235 1 0.4%
東京都 889 28 3.1% 2,893 17 0.6% 1.2% 135 0 0.0%
神奈川県 1,136 22 1.9% 1,233 0 0.0% 0.9% 150 0 0.0%
新潟県 1,226 33 2.7% 3,597 35 1.0% 1.4% 151 0 0.0%
富山県 1,444 138 9.6% 3,415 353 10.3% 10.1% 118 1 0.8%
石川県 2,239 132 5.9% 4,198 433 10.3% 8.8% 14 1 7.1%
福井県 1,839 133 7.2% 1,882 1 0.1% 3.6% 148 4 2.7%
静岡県 2,746 238 8.7% 13,307 1,098 8.3% 8.3% 186 0 0.0%
愛知県 2,353 121 5.1% 5,923 285 4.8% 4.9% 189 0 0.0%
三重県 3,007 235 7.8% 7,667 1,261 16.4% 14.0% 121 0 0.0%
滋賀県 591 7 1.2% 333 39 11.7% 5.0% 180 0 0.0%
京都府 752 15 2.0% 973 126 12.9% 8.2% 12 0 0.0%
大阪府 854 28 3.3% 275 17 6.2% 4.0% 185 0 0.0%
兵庫県 3,788 73 1.9% 1,790 139 7.8% 3.8% 377 0 0.0%

R5



都道府県別 正准女性組合員数の推移及び比率表
正組合員・准組合員数は、水産業協同組合統計表上の「合計員数」（法人・生産組合を含む）。 単位：人

正組合員 うち女性
正組合員
女性比率

准組合員 うち女性
准組合員
女性比率

正+准組合員
女性比率

役員数 うち女性
役員

女性比率
和歌山県 2,135 184 8.6% 4,060 318 7.8% 8.1% 210 1 0.5%
鳥取県 611 3 0.5% 556 5 0.9% 0.7% 58 0 0.0%
島根県 1,403 8 0.6% 5,706 578 10.1% 8.2% 41 0 0.0%
岡山県 751 72 9.6% 1,295 54 4.2% 6.2% 180 1 0.6%
広島県 2,425 152 6.3% 3,777 52 1.4% 3.3% 495 4 0.8%
山口県 3,087 155 5.0% 4,020 568 14.1% 10.2% 120 1 0.8%
徳島県 1,841 189 10.3% 469 3 0.6% 8.3% 250 3 1.2%
香川県 1,570 106 6.8% 1,600 189 11.8% 9.3% 322 1 0.3%
愛媛県 3,246 167 5.1% 7,638 939 12.3% 10.2% 115 0 0.0%
高知県 3,749 416 11.1% 4,537 612 13.5% 12.4% 177 1 0.6%
福岡県 3,130 442 14.1% 698 81 11.6% 13.7% 313 2 0.6%
佐賀県 1,868 21 1.1% 785 41 5.2% 2.3% 57 0 0.0%
長崎県 6,647 192 2.9% 12,477 1,378 11.0% 8.2% 637 1 0.2%
熊本県 2,908 234 8.0% 7,442 1,285 17.3% 14.7% 324 3 0.9%
大分県 2,279 240 10.5% 3,112 428 13.8% 12.4% 16 0 0.0%
宮崎県 1,686 39 2.3% 527 27 5.1% 3.0% 160 1 0.6%
鹿児島県 3,685 229 6.2% 7,107 443 6.2% 6.2% 348 4 1.1%
沖縄県 2,280 15 0.7% 2,339 40 1.7% 1.2% 333 2 0.6%
合計 103,155 5,672 5.5% 138,370 13,032 9.4% 7.7% 8,119 35 0.4%
平均 2,579 142 5.5% 3,459 326 9.4% 7.7% 203 1 0.4%
中央値 2,187 127 5.8% 2,748 158 5.7% 5.8% 169 0 0.0%

R5



女性役員が漁協で活躍する例 ①新湊漁協(富山県)

女性部長から組合長へ
・定置網漁業会社の尾山春枝氏は、漁協女性部長として精力的に活動。
・新湊漁協組合長に就任後、県漁連会長・全漁連役員を歴任。女性登用施策へ意見。

【組合員数】338人（うち正組合員200人）※
【役員数】15人 ※
【組合員の主な漁業種類】定置網、小型底曵き網、刺し網、かごなわ
【主な実施事業】販売、購買、共済、製氷、利用、指導事業
※令和５事業年度末時点

おやま はるえ
  尾山春枝

元組合長
【所属】
瀬中網漁業有限会社

【漁協における女性の活動】
・朝獲れた地魚を提供する女性部食堂を運営。女性部員の新たな雇用の創出と
魚食普及、地域住民の交流や漁協市場を中心とした活性化を図り、新湊地区
全体の発展に取り組む。

・小中学校と連携し、魚の捌き方、料理教室を開催。女性部員が講師役を務め、
地元ならではの食べ方、伝承料理を紹介して地産地消を推進。

・「おさかな祭り」や「エビ・カニ祭り」を開催。料理を振る舞う中心的役割
を女性部が担い、新湊産の魚介類の宣伝ＰＲに取り組むとともに、催事を通
じた消費拡大に貢献。

【功績】
・県内各女性部の地元魚を使用した加工品の販売に努め、富山湾の美味しい魚
を県内外にＰＲし消費拡大に貢献。

・魚食の普及、地産地消の推進の取組みが認められ、平成２１年度の「地産地
消の仕事人」（農林水産省）に選定。

【経歴】
昭和59年 新湊漁業協同組合女性部 部長
平成２年 県漁業協同組合女性部連合会 会長
平成17年 全国漁協女性部連絡協議会 会長
平成20年 新湊漁業協同組合 組合長

 平成28年 県漁業協同組合連合会 会長

漁協の概要漁協の所在地

取組事項役員のプロフィール

しんみなと



女性役員が漁協で活躍する例 ②石川県漁協(石川県)

支所運営委員の機転
定置網会社の代表が支所運営委員に就任。県海面利用協議会等でも活躍。

就任経緯：小型定置の代表兼船頭。若手として立候補により就任。
取組事項：「漁業の伝統を守りたい」という思いで美川定置網を

承継。地元で鮮魚店を開業し、自らの定置網で漁獲
                 された魚や手作りの総菜を販売。

支所運営委員会では、地域の活性化や女性漁業者を増
                 やすための方策について意見。県海面利用協議会では、
                 漁業現場での体験や知識を活かした、遊漁者との安全

かつ円滑な海面利用の在り方について意見。

浜辺佳世さん（所属：美川定置網/浜辺漁業、営む漁業種類：小型定置）

【石川県漁協の概要（R5年度）】
●正組合員：2,301人(うち女性132人)
准組合員：4,198人(うち女性433人)

●役員数：14人(理事11人、監事3人)
●主な漁業種類：
底曳網、定置網、いか釣り等

●主な実施事業：購買、販売、指導

漁協職員のコメント

石川県漁協 青山常務

おふたりが漁協運営に関わるこ
とで、組織の活性化につながる
ことを期待しています！

弁護士を員外監事に
女性弁護士を員外監事に選出し、漁協内のコンプライアンス指導を実施。

就任経緯：県一漁協のコンプライアンス強化のため、漁協
執行部から依頼。

取組事項：労務やコンプライアンス等に詳しく、支所等を
巡回して職員と面談を行い、ハラスメントの有無
等のヒアリングを行うほか、コンプライアンス
講習会等を実施。

中村明子さん（石川県漁協監事（員外）兼 石川海区漁業調整委員）

（本所）

石川県漁協
支所位置図



雄島

三国港

福井市

越前町

越廼

河野村

敦賀市

美浜町

若狭三方

小浜市

大島

若狭高浜

北潟

若
狭
湾

石 川
県

滋 賀
県

京 都 府

女性役員が漁協で活躍する例 ③雄島漁協（福井県）

５つの地区から構成されている雄島漁協では、各地区から２名の役員を選任しており、
海女漁が行われている4地区から１名ずつ女性組合員を役員に選任（うち理事２名、監
事２名）するようになった。

監事に小中さん、梅野さんを選任。
正確な会計管理により、安定的な
組合経営に貢献。

【石川県漁協の概要(R4年度)】
●正組合員：2,396人(うち女性130人)
准組合員：4,329人(うち女性450人)

●役員数：14人(理事11人、監事3人)
●主な漁業種類：
いか釣り、底曳網、定置網等

●主な実施事業：購買、販売

(R5年度)
●正組合員：74人(うち女性38人)
准組合員：23人(うち女性0人)

●役員数：10人(理事７人、監事3人)
●主な漁業種類：
採介藻、刺し網等

●主な実施事業：指導

現役の海女漁師４名を役員に抜擢し、組合運営を実施。

就任経緯

顔写真

小中節子さん

顔写真

梅野馨さん

会計管理で組合経営に貢献

雄島地域の海女漁は県の無形民俗文化財にも指定されており、伝統的に海女漁が営まれている。
普段はワカメ、ウニ、サザエ、アワビなどの漁を行っている他、藻場造成などの活動にも取り組んでいる。

理事に鹿倉さん、伊藤さんを選任。
漁獲物の販売について、
現役の海女さんの意見が
反映される取組を実施。

顔写真 顔写真

漁獲物の販売に貢献

鹿倉幸子さん 伊藤澄江さん
雄島漁協の概要

おしま



女性役員が漁協で活躍する例 ④中讃西部漁協(香川県)

近隣との合併を主導
前組合長から受け継いだ漁協でリーダーシップを発揮し、近隣漁協との合併を主導。

漁協の所在地
【組合員数】正組合員数 23名(うち男性21名、女性2名)※
【役員数】7名(うち男性6名、女性1名)※
【組合員の主な漁業種類】漁船漁業（小型機船底びき網、刺網、

たこつぼなわ等）、魚類養殖業
【主な実施事業】利用事業・指導事業
※令和５事業年度末時点

中讃西部漁協の概要

役員のプロフィール

志摩由紀子組合長
【所属】
多度津町漁業協同組合
↓

（合併後）
中讃西部漁業協同組合

R3.6～R5.7 監事
R5.7～現在 代表理事組合長

取組事項
・(旧)丸亀市漁協との市町境を超える合併を主導し、
中讃西部漁業協同組合の設立に尽力

・生業として、漁船漁業と魚類・貝類養殖業を営む
・若手漁師や就業希望者の指導を主体的に実施
・新たな魚種の養殖試験を実施

しま ゆきこ

志摩組合長からの
メッセージ

女性も漁場で
活躍できます！

ちゅうさんせいぶ



女性役員が漁協で活躍する例 ⑤荒尾漁協(熊本県)

荒尾干潟（ラムサール条約登録湿地）の魅力を発信する、県内初の女性役員！

• 荒尾漁協のスポークスマンとして新聞・テレビ等の取材を通じて、荒
尾干潟の魅力を発信し、アナジャコの知名度向上、アナジャコの生息
量調査や漁獲量・価格の向上に貢献してきた。

• ノリ養殖業が主体の荒尾漁協に、令和３年度にマガキ養殖事業を導入。
マガキの養殖方法は、熊本有明海で初の干潟でのバスケットを用いた
シングルシード方式を採用し、マガキ養殖事業の担当理事として、
日々の管理に携わる。

• くまもと農山漁村男女共同参画セミナー2023において、地域の伝統
漁法についての事例発表を行ったほか、地域における女性漁業者の意
見集約や地位向上に貢献している。

当該役員の功績

・マジャク釣り漁業体験のインストラクターとして活躍するとともに、
令和５年度第25回熊本県青年・女性漁業者交流大会にて「筆で釣るマ
ジャクの伝統漁法ー荒尾干潟の魅力を体験ー」について発表し、県知事
賞を受賞した。
・漁協直販所の運営を中心となって行いつつ、漁協で生産したマガキを
消費者に美味しく提供するため、販売前のカキ殻磨き等も実施。

漁協での活動

・組合員数 ： 正組合員58人、准組合員409人
・役員数 ： 理事９人、監事３人
・組合員の主な漁業種類 ： ノリ養殖業、アサリ等採貝漁業
・主な実施事業 ： ノリの種苗培養事業、カキ養殖業

荒尾漁協の概要（Ｒ５年度）

土井 和子さん
【所属】
荒尾漁業協同組合

【営む漁業種類】
アサリ採貝、マジャク釣り漁業
※マジャク:アナジャコの通称

【就任経緯】
漁業における男女の垣根を
無くしたいという思いから
自ら立候補して就任。
現在２期4年目。

役員のプロフィール

・新聞や取材の対応をしていただくことが多く、荒尾干潟の魅力を発信していただき大変助かっている。（漁協関係）
・県内初の女性役員として活躍されている同氏を、他漁協にも紹介していき、県内漁協の女性役員の登用を推進して
いきたい。（行政関係）

周囲の受け止め

荒尾漁協のスポークスマン

あらお




